
延
宝
・
天
和
期
　
の
　
江
戸
・
俳
壇

－
1
言
水
・
才
丸
・
芭
蕉
と
そ
れ
ら
の
周
辺

一
　
は
じ
あ
に

池
西
言
水
・
稚
本
才
丸
が
、
元
碩
期
に
お
い
て
芭
薫
と
あ
い
並
ぶ
有
名
な
俳

人
で
あ
る
こ
と
は
、
あ
ら
た
め
て
申
す
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
三
人
が

廷
宝
の
末
の
数
正
閏
、
同
じ
江
戸
俳
壇
を
舞
台
に
、
何
ら
か
の
交
渉
を
も
ち
、

新
風
樹
立
を
め
ざ
し
て
沼
捉
す
る
と
い
う
こ
と
も
、
ま
た
聞
知
の
と
こ
ろ
で
あ

ろ
う
。
三
人
の
年
令
は
、
延
宝
六
年
定
に
、
芭
燕
一
二
十
五
歳
、
言
水
二
十
九

歳
、
才
丸
二
十
三
歳
で
あ
る
。
こ
の
延
宝
六
年
、
芭
薫
が
意
欲
的
な
活
匿
を
す

る
こ
と
は
、
後
掲
の
略
年
譜
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
同
じ
斑
に
、
言
水

も
第
一
位
集
『
江
戸
新
道
』
を
田
板
し
て
い
る
。
才
丸
の
第
一
撰
集
『
坂
東
太

郎
』
は
、
そ
の
翌
年
（
延
宝
七
年
）
の
田
板
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
芭
蕉
・

言
水
・
才
丸
の
三
人
は
、
ほ
ぼ
時
を
同
じ
う
し
て
活
踵
を
開
癒
し
て
い
る
わ
け

で
あ
る
が
、
そ
の
三
人
の
関
係
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
従

来
あ
ま
り
く
れ
し
く
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
三
人
の
関
係
が
密
接
で

あ
り
、
と
く
に
年
苦
い
言
水
・
才
丸
ら
が
、
蕉
風
樹
立
の
前
段
帽
に
あ
っ
て
、

芭
薫
の
先
駆
者
な
い
し
同
伴
者
と
し
て
の
役
割
を
は
た
し
た
、
と
説
か
れ
て
い

る
。
そ
の
よ
う
な
通
説
を
、
い
ち
、
ぞ
つ
理
解
し
て
お
く
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
有

孝

益
で
あ
る
。

し
か
し
、
私
は
非
常
に
素
朴
な
疑
問
を
も
つ
。
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
言
水
に

っ
い
て
で
あ
る
が
、
彼
が
『
東
日
記
』
を
出
板
し
た
翌
年
（
天
和
二
年
）
に
、

と
つ
ぜ
ん
江
口
を
去
っ
て
宮
部
け
い
移
る
こ
と
で
あ
る
。
延
宝
六
年
か
ら
四
年

間
、
年
ご
と
に
新
し
い
樫
隻
を
田
板
し
、
『
東
日
記
』
の
序
で
才
丸
が
「
こ
れ

よ
り
聖
二
た
び
句
帖
を
買
は
し
、
三
度
風
駄
を
か
へ
て
三
た
び
古
し
」
と
、
言

水
じ
し
ん
の
こ
と
ば
を
伝
．
ス
て
い
る
と
お
り
、
あ
れ
ほ
ど
意
欲
的
な
活
躍
を
駈

け
て
き
た
言
水
が
、
な
ぜ
江
戸
を
去
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問

ヽ

で
あ
る
。
あ
と
に
残
っ
た
ナ
丸
も
、
上
へ
任
後
の
ー
叫
碩
二
年
に
、
江
戸
を
去
っ
て

大
師
に
移
る
。
こ
の
よ
う
な
動
き
を
、
ど
う
受
け
と
っ
た
ら
よ
い
の
か
。
撞
采
の

言
水
・
サ
丸
に
関
す
る
研
究
も
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
何
も
明
ら

か
に
し
て
い
な
い
。
け
っ
き
ょ
く
、
私
に
も
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
こ
れ
と
い

う
結
論
は
兄
い
だ
せ
な
い
の
で
あ
る
が
、
右
の
よ
う
な
素
朴
な
疑
問
か
ら
出
発

し
た
私
の
調
査
は
、
し
だ
い
に
言
水
・
す
丸
を
と
り
ま
く
背
後
（
幽
山
派
・
調

和
沢
な
ど
）
　
の
グ
ル
ー
プ
の
性
枯
し
一
、
そ
れ
ら
の
努
力
関
係
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
の
方
向
に
す
す
ん
で
い
っ
た
。
結
果
的
に
見
て
、
言
水
や
才
丸
が
、
江
戸

俳
壇
と
い
う
清
抱
の
舞
台
を
、
芭
碍
一
派
に
ゆ
ず
っ
た
か
た
ち
に
な
る
こ
1
だ

け
は
明
ら
か
で
あ
る

－23－



二
　
言
水
の
撰
集
活
動
、

さ
き
に
述
べ
た
と
お
り
、
言
水
は
、
延
宝
六
年
に
『
江
戸
新
道
』
を
田
癒
し

て
以
来
、
延
宝
七
年
『
些
戸
蛇
之
鮮
』
、
延
宝
八
年
『
江
戸
弁
空
、
延
宝
九

年
『
東
日
記
』
と
、
年
ご
と
に
群
集
を
田
板
し
、
延
宝
期
の
些
戸
俳
壇
で
も
っ

と
も
注
目
す
べ
き
清
盛
を
し
た
人
物
の
一
人
で
あ
る
。
で
は
、
言
水
の
こ
の
よ

う
な
活
鐘
を
支
え
て
い
た
も
の
は
何
か
。
彼
は
ど
の
よ
う
な
地
盤
を
も
っ
て
い

た
の
か
。
す
で
に
尾
形
佃
氏
や
今
栄
蔽
氏
（
注
1
）
に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い

る
と
お
り
、
言
水
は
、
風
虎
・
露
活
車
パ
ト
ロ
ン
と
仰
ぐ
上
方
俳
人
グ
ル
ー
プ

（
幽
山
一
派
）
に
属
し
、
風
虎
の
『
六
百
番
誹
訝
発
句
合
』
　
（
延
宝
五
年
）
や

幽
山
の
『
江
戸
八
百
甜
』
　
（
延
宝
六
年
）
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
と
く

に
幽
山
一
派
の
結
束
を
意
図
し
た
『
江
戸
八
百
韻
』
に
、
囲
山
・
采
苧
如
流

・
泰
徳
二
鉄
・
安
昌
・
青
雲
と
と
も
に
言
水
が
加
え
ら
れ
た
の
は
、
彼
が
そ

の
グ
ル
ー
プ
の
中
心
的
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
同
じ
延
≡
ハ
年

の
『
些
戸
十
歌
仙
』
に
は
、
言
水
が
、
幽
山
・
呑
澄
・
泰
徳
．
如
流
ら
と
巻
い
た

歌
仙
七
巻
が
入
袋
し
て
い
る
が
、
こ
の
観
ぶ
れ
は
、
京
都
か
ら
下
向
し
た
啓
澤

を
除
け
ば
、
す
べ
て
さ
き
の
『
江
戸
八
百
韻
』
の
連
衆
で
あ
っ
た
。
言
水
の
江

戸
移
住
を
延
宝
六
年
啓
と
す
る
と
（
注
2
）
、
彼
は
そ
の
直
後
わ
ず
か
半
年

で
、
自
撰
句
集
を
田
板
す
る
ま
で
に
交
際
範
囲
を
ひ
ろ
げ
て
い
る
こ
と
に
な

り
、
些
戸
に
お
け
る
言
水
の
積
極
的
な
活
躍
ぶ
り
を
推
測
す
る
こ
上
が
で
き
る

。
こ
の
間
韻
は
、
言
水
の
撰
集
に
あ
ら
わ
れ
る
人
物
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
さ
ら
に
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

1
　
『
江
戸
新
遺
』

ま
ず
言
水
の
第
一
撰
集
『
江
戸
新
道
』
を
見
る
。
延
宝
六
年
八
月
上
旬
成
。

中
本
一
冊
で
、
諸
家
の
四
季
発
句
二
一
五
句
と
、
言
水
じ
し
ん
の
独
吟
歌
仙
四

巻
を
収
め
て
い
る
。
発
句
の
作
者
は
全
部
で
一
〇
三
名
い
る
が
、
そ
の
う
ち
五

句
以
上
の
入
境
者
は
、
次
の
七
名
で
あ
る
。

言
水
一
〇
句
　
　
幽
山
　
九
句
　
　
霹
清
　
七
句

似
脊
　
六
句

来
雲
　
六
句
　
　
一
鉄
　
五
句
　
　
心
色
　
五
句

こ
の
う
ち
、
言
水
・
幽
山
・
米
聖
二
鉄
の
四
名
、
さ
ら
に
四
句
以
下
の
作
者

も
、
青
雲
四
句
、
如
琉
四
句
、
若
堕
二
句
、
安
昌
二
句
と
、
『
些
戸
八
百
毒
』
の

達
衆
は
、
す
べ
て
こ
の
『
些
戸
新
道
』
に
も
教
を
そ
ろ
え
て
い
る
。
言
水
・
牌

山
に
つ
い
で
七
句
を
入
集
し
た
置
清
は
、
こ
の
年
、
二
十
三
歳
の
若
殿
で
あ

り
、
父
風
虎
に
か
わ
っ
て
サ
ロ
ン
の
中
心
人
物
と
な
る
べ
き
人
で
あ
っ
た
。
ち

な
み
に
、
こ
の
『
江
戸
新
道
』
の
春
部
巻
頭
に
は
「
挑
灯
消
せ
夕
日
の
名
残
路

の
花
」
と
い
う
露
清
の
句
が
す
え
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
同
環
の
夏
部
・
冬
部

に
も
露
清
の
句
が
第
一
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
（
秋
部
の
第
一
は
掛
山
で
あ
る
）
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
延
m
ハ
年
当
時
、
言
水
は
、
露
清
・
幽
山
一
派
と
一

㌢
按
な
交
渉
を
持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
（
あ
る
い
は
む
し
ろ
、
上
に
露
清
を
い
　
2
9

た
だ
き
、
囲
山
の
傘
下
に
お
さ
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
）
、
江
戸
俳
壇
の
中
で
安
－

足
し
た
立
場
を
と
り
え
た
も
の
と
考
与
ら
れ
る
。

2
　
『
江
戸
蛇
之
詐
』

次
に
、
第
二
攫
集
『
江
戸
蛇
之
詐
』
を
見
る
。
延
宝
七
年
五
月
上
旬
成
。
半

紙
本
一
冊
で
、
さ
き
の
『
汀
戸
新
道
』
と
同
様
な
編
集
形
式
に
な
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
諸
家
の
四
季
発
句
三
二
九
句
と
、
言
水
独
吟
の
百
韻
歌
仙
各
一
巻

か
ら
成
る
。
発
句
作
者
一
二
七
名
の
う
ち
、
五
句
以
上
入
賃
す
る
者
は
次
の
一

四
名
で
あ
る
。
　
　
言
水
三
九
句
　
　
露
清
一
二
句
　
　
調
古
一
一
句
、

風
虎
一
〇
句
　
　
的
山
一
〇
句
　
　
泰
徳
　
八
句
　
　
茶
瓢
軒
入
句

調
加
　
入
句
　
　
安
昌
　
七
句
　
　
如
蛙
　
六
句
　
　
一
鉄
　
五
句

如
流
　
五
句
　
　
泰
清
　
五
句
　
　
事
順
　
五
句

『
江
戸
八
百
韻
』
以
来
の
囲
山
一
派
が
六
人
そ
ろ
っ
て
顔
を
並
べ
て
い
る
の
は



当
然
と
し
て
、
次
に
目
に
つ
く
の
は
、
調
古
・
茶
型
軒
（
調
兵
）
・
調
加
と
い

っ
た
「
調
」
の
字
の
つ
く
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
あ
と
で
述

べ
る
よ
う
に
、
当
時
江
戸
俳
壇
で
最
も
大
き
な
一
派
を
形
成
し
て
い
た
岸
本
調

和
の
門
人
た
ち
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ご
の
「
調
」
の
字
の
つ
く
俳
人
た
ち
が
、

言
水
の
撰
集
に
以
後
し
だ
い
に
多
く
な
っ
て
く
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
言
水
と

調
和
一
派
と
の
交
渉
が
し
だ
い
に
潔
く
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
し
か
し
言
水
は
、
あ
く
ま
で
も
京
都
良
門
系
と
い
う
意
識
で
つ
な
が
る
幽
山

一
派
の
有
力
メ
ン
バ
ー
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
基
本
的
性
柘
は
、
江
戸
貞
門
の

調
和
一
派
と
の
交
渉
が
生
じ
た
と
て
、
簡
単
に
は
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
）
。
露
清
の
十
二
句
と
と
も
に
、
風
虎
の
一
〇
句
も
注
目
に
価

す
る
も
の
で
あ
る
。
風
虎
・
露
清
父
子
や
幽
山
が
、
言
水
に
対
し
て
、
有
形
無

形
の
強
力
な
バ
ッ
ク
・
ア
ッ
プ
を
し
て
い
る
こ
と
を
元
す
顕
著
な
現
象
と
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
、
も
う
ひ
と
つ
、
句
数
は
少
い
が
云
奴
の
四
句
を
も

見
お
と
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
じ
つ
は
『
江
戸
蛇
之
詐
』
の
春
部
巻
頭
に

融
、
「
此
朝
夢
の
き
れ
目
や
江
戸
の
春
」
と
い
う
云
奴
の
句
が
す
え
ら
れ
て
い

る
。
云
奴
と
は
但
馬
豊
岡
族
京
極
高
住
の
こ
と
で
、
延
宝
七
年
薯
冠
二
十
歳
の

青
年
大
名
。
白
石
憐
三
氏
の
ど
指
摘
（
注
3
）
の
ご
と
く
、
幽
山
を
と
お
し
て

言
水
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
同
集
の
真
部
に
囲
山
を
、
秋
部
に
露
清

を
、
冬
部
に
風
虎
を
、
そ
れ
ぞ
れ
第
一
に
配
し
て
い
る
の
と
思
い
あ
わ
せ
て
み

る
と
、
言
水
が
云
奴
を
も
ま
た
支
援
者
と
た
の
ん
で
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
推

測
さ
れ
、
言
水
が
こ
の
集
を
編
む
に
あ
た
っ
て
淀
い
配
慮
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る

様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

3
　
『
江
戸
弁
慶
』

次
に
、
第
二
一
撰
集
『
江
戸
弁
慶
』
を
見
る
。
延
宝
八
年
成
。
甥
存
す
る
の
は

中
本
一
冊
の
写
本
で
あ
る
が
、
「
発
句
上
」
と
あ
る
か
ら
、
な
お
別
に
連
句
又

は
付
句
を
収
め
る
下
巻
一
冊
が
あ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
（
注
4
）
。
下
巻

欠
本
と
い
う
不
完
全
な
か
た
ち
で
は
あ
る
が
、
今
こ
こ
に
考
察
の
対
象
と
す
る

作
者
名
に
つ
い
て
は
、
発
句
の
部
が
完
結
し
て
い
る
の
で
、
支
障
は
な
い
。
冨

永
の
撰
集
は
、
『
江
一
「
新
道
』
・
『
江
戸
蛇
之
炸
』
と
、
こ
れ
ま
で
各
一
冊
で

あ
っ
た
も
の
を
、
『
江
戸
弁
慶
』
で
は
発
句
連
句
と
お
そ
ら
く
二
冊
に
わ
け
た

の
で
、
と
う
ぜ
ん
全
体
の
分
量
が
ふ
え
た
と
い
う
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
発
句
の

数
だ
け
で
比
較
す
る
と
、
『
江
戸
新
道
』
二
一
五
句
、
『
江
戸
蛇
之
鮮
』
三
二

九
句
か
ら
、
一
躍
『
江
戸
弁
慶
』
六
七
八
句
と
な
っ
て
い
る
し
、
作
者
数
も
、

『
江
戸
新
道
』
一
〇
一
二
名
、
『
江
戸
蛇
之
絆
』
一
二
七
名
か
ら
、
『
江
戸
弁
良
』

二
四
二
名
へ
と
、
ほ
ぼ
倍
増
し
て
い
る
。
ま
た
、
五
句
以
上
入
境
し
た
作
者
の
数

も
、
三
四
名
に
ふ
え
て
い
る
。

曲
言
一
八
句

松
滴
一
一
句

松
陰
　
九
句

幸
旧
　
人
句

心
色
　
七
句

言
姦
子
六
句

云
奴
　
五
句

水
哉
　
五
句

調
古
一
四
句

露
草
一
一
句

調
鶴
　
九
句

芯
・
拍
　
八
句

青
河
子
七
句

後
場
　
六
句

可
心
　
五
句

正
友
　
五
句

才
丸
三
六
句

調
泉
一
三
句

執
平
一
〇
句

露
言
　
九
句

昌
喜
　
八
句

的
山
　
七
句

泰
清
　
六
句

口
慰
　
五
句

調
味
　
五
句

言
水
三
二
句

如
僚
一
二
句

山
夕
　
九
句

露
清
　
九
句

如
流
　
入
句

立
独
　
七
句

調
和
　
六
句

松
意
　
五
句

意
水
　
玉
句

－：ニ．0－・・

こ
れ
ら
の
顔
ぶ
れ
の
中
で
と
く
に
注
目
す
べ
き
は
、
集
中
塁
高
の
三
六
句
を
数

え
る
才
丸
で
あ
る
。
彼
は
、
言
水
の
第
一
撰
集
『
江
戸
新
遺
』
に
「
駅
西
丸
」

と
し
て
た
だ
一
句
と
ら
れ
た
だ
け
で
、
第
二
嘩
集
『
江
戸
蛇
之
酢
』
に
は
ま
っ

た
く
見
う
け
な
か
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
、
こ
の
『
江
戸
井
田
岩
に
い

た
っ
て
、
撰
者
の
言
水
よ
り
も
多
い
、
集
中
最
高
の
句
数
を
人
糞
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
言
水
と
才
丸
の
交
妹
が
、
種
宝
七
・
八
年
の
問
に
急
速
に
、



し
か
も
緊
理
に
お
こ
な
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る

で
あ
ろ
う
。
じ
つ
は
『
江
戸
弁
慶
』
出
板
の
前
正
す
な
わ
ち
延
宝
七
年
に
、
才

丸
は
処
女
樺
集
『
坂
東
太
郎
』
を
編
隻
し
、
そ
の
序
文
皇
一
己
水
に
蔽
み
、
か
つ

言
水
の
発
句
二
七
句
を
人
糞
し
た
と
い
う
関
係
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
後
述
3
ノ
1

頁
参
照
）
。
す
な
わ
ち
、
才
丸
は
『
坂
東
太
郎
』
を
、
言
水
は
『
江
戸
弁
慶
』

を
そ
れ
ぞ
れ
編
集
し
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
二
人
は
密
接
な
交
渉
を
も
っ
た
、

と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
（
言
水
撰
『
江
戸
蛇
之
鮮
』
に
は
、
才
丸
の
句
は
一
句

も
入
莞
し
て
い
な
い
か
ら
、
同
書
の
出
板
さ
れ
た
延
宝
七
年
五
月
上
旬
に
は
、

ま
だ
言
水
・
才
丸
の
交
渉
は
深
ま
っ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
両

者
が
交
渉
を
決
め
た
時
期
は
、
い
き
お
い
延
宝
七
年
五
月
上
旬
か
ら
同
年
一
二

月
下
旬
『
坂
東
太
郎
』
序
ま
で
の
あ
い
だ
に
絞
ら
れ
て
く
る
）
。
も
と
も
と
言

水
は
京
都
貞
門
系
、
才
丸
は
大
坂
談
林
預
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
俳
系
を
異
に

す
る
両
者
が
手
を
と
り
あ
っ
た
の
は
、
彼
ら
が
と
も
に
大
和
国
の
出
身
で
あ
る

と
こ
ろ
か
ら
、
同
郷
の
よ
し
み
と
し
て
の
一
体
感
を
持
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら

れ
る
。
言
水
三
十
歳
、
才
九
二
十
四
歳
と
い
う
若
さ
が
、
カ
を
あ
わ
せ
て
俳
諮

革
新
の
道
を
す
す
む
こ
と
を
可
餞
な
ら
し
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

4
　
『
東
　
日
　
記
』

次
に
、
第
四
撰
実
『
東
官
記
』
を
見
る
。
延
宝
九
年
六
月
中
旬
成
。
中
本
二

冊
で
、
諸
家
の
四
季
発
句
八
〇
〇
句
と
、
言
水
一
座
の
歌
仙
九
巻
へ
う
ち
二
巻

は
言
水
独
吟
）
と
を
収
め
る
。
発
句
の
作
者
二
六
二
名
の
う
ち
、
五
句
以
上
の

亭　如串　幽　言露
枕触つ唱山　離清

五　五　五　六　六　八

句　句　句　句　句　句

＼政工　立　山　意
斎信　辿　吟　夕　輪

五　五　五　六　六　七．
句句　句　句　句　句

輯　千哉　一　心　云1
水丁吻　静色笑

五　五　五　五　六　七

句　句　句句　句　句．

久
巨
　
六
句

破
枕
子
六
句

吟
山
　
五
句

照
流
　
五
句

蒼
席
　
五
句

入
集
者
は
、
次
の
四
一
名
で
あ
る
。

言
水
三
八
句
　
　
　
其
角
二
八
句

才
九
二
七
句

構
青
一
五
句

露
吸
一
〇
句

挙
白
　
八
句

忘
水
一
七
句

調
味
一
一
句

校
滴
　
九
句

友
静
　
∧
句

言
流
一
五
句

無
塩
一
一
句

殊
平
　
九
句

露
招
　
入
句

言
弓
一
五
句

調
栄
一
〇
句

等
泉
　
八
句

露
草
　
八
句

こ
の
顔
ぶ
れ
で
日
だ
つ
の
は
、
三
八
句
の
言
水
じ
し
ん
に
次
い
で
二
八
句
を
入

隻
し
た
其
角
、
一
九
句
の
紺
青
、
八
句
の
挙
白
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
芭
蕉
一
派
と

言
水
と
の
接
近
で
あ
る
。
芭
蕉
へ
粧
苦
し
　
は
、
こ
れ
ま
で
に
『
江
戸
新
道
』
と

『
江
戸
蛇
之
緋
』
に
各
一
二
句
入
集
し
て
い
た
が
、
『
江
戸
弁
慶
』
に
は
一
句
も

入
ら
ず
、
言
水
と
の
関
係
は
、
は
な
は
だ
疎
遠
な
よ
う
に
見
え
た
。
し
か
る

に
、
こ
こ
『
東
日
記
』
に
い
た
っ
て
両
者
の
問
が
急
速
に
接
近
し
た
よ
う
す
一

ほ
、
あ
た
か
も
前
年
『
江
戸
弁
慶
』
に
お
け
る
才
丸
の
ど
と
き
現
象
で
あ
る
。
　
3
1

其
角
・
挙
白
に
い
た
っ
て
は
、
言
水
の
摸
索
に
こ
れ
ま
で
一
度
も
あ
ら
わ
れ
た
一

こ
と
の
な
い
名
前
で
あ
っ
た
。
其
角
は
こ
の
年
わ
ず
か
二
十
一
歳
で
あ
っ
た

が
、
芭
蕉
門
下
の
有
力
な
一
員
と
し
て
、
頭
角
を
あ
ら
わ
し
っ
つ
あ
っ
た
。
彼

は
、
前
年
（
延
宝
八
年
）
　
『
桃
苛
門
弟
独
吟
廿
歌
仙
』
に
自
作
の
独
吟
歌
仙
一

巻
を
発
表
し
、
ま
た
自
句
二
十
五
葦
に
芭
薫
の
判
詞
を
甲
乙
て
『
田
舎
之
句

合
』
と
し
て
田
板
し
、
俳
人
と
し
て
幸
先
よ
い
出
発
を
し
た
ば
か
り
で
あ
っ

た
。こ

れ
ら
の
現
象
に
対
し
て
、
言
水
が
は
じ
め
カ
と
頼
ん
だ
囲
山
は
、
年
ご
と

に
入
集
句
数
を
減
じ
る
囲
向
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
言
水
が
幽
山
か
ら
離
れ
て
い

く
こ
と
を
示
す
も
の
か
、
あ
る
い
は
幽
山
じ
し
ん
の
創
作
力
の
お
と
ろ
え
つ
つ

あ
る
こ
と
を
元
す
か
の
、
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
牌
山

の
入
隻
句
数
が
し
だ
い
に
減
じ
て
い
る
と
は
い
え
、
つ
ね
に
六
句
以
上
は
確
保



し
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
東
日
記
』
に
は
圃
山
言
水
両
吟
の
歌
仙
一
巻
が
あ

り
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
見
る
と
、
囲
山
と
言
水
と
の
仲
は
、
変
わ
り
な
く

保
た
れ
て
い
る
。
し
て
み
る
と
、
圏
山
の
創
作
力
が
し
だ
い
に
ふ
る
わ
な
く
な

っ
た
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
事
実
、
掛
山
は
こ
れ
以
後
、
江
戸
に
お
り

な
が
ら
、
き
わ
め
て
影
の
う
す
い
存
在
と
な
っ
て
し
ま
う
。
な
お
『
江
戸
八
百

韻
』
の
達
衆
は
、
『
東
日
記
』
に
い
た
っ
て
、
泰
徳
一
二
句
、
窮
望
（
采
雪
）
二

句
、
安
昌
ナ
シ
、
一
鉄
・
ナ
シ
、
如
流
ナ
シ
、
青
雲
ナ
シ
と
、
ま
っ
た
く
精
彩
を

失
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

三
　
言
水
の
京
都
移
住

言
水
は
、
こ
う
し
て
些
戸
俳
壇
に
お
け
る
幽
山
の
地
位
を
そ
の
ま
ま
受
け
つ

い
だ
か
た
ち
で
、
延
宝
六
年
か
ら
延
宝
九
（
天
和
元
）
年
ま
で
の
四
年
間
、
江

戸
俳
壇
の
最
も
有
力
な
俳
人
の
一
人
と
し
て
、
活
躍
す
る
の
で
あ
る
。
幽
山
の

地
畦
を
う
げ
っ
ざ
（
延
宝
六
年
）
、
し
だ
い
に
調
和
一
派
と
の
交
渉
を
決
め

（
同
七
年
）
、
つ
い
で
才
丸
と
の
緊
哲
な
協
力
体
制
を
固
め
（
同
八
年
）
、
つ

い
に
新
興
動
力
で
あ
る
芭
蕉
一
派
に
接
近
す
る
（
同
九
年
）
。
こ
の
よ
う
に
、

一
年
ご
と
に
か
な
り
は
っ
き
り
と
し
た
特
徴
を
見
せ
な
が
ら
、
言
水
の
撰
集
活

動
は
進
ん
で
い
く
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
反
面
、
前
項
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、

幽
山
を
中
心
と
す
る
『
江
戸
八
百
封
』
の
逗
衆
が
不
振
と
な
り
、
そ
の
こ
と
が

言
水
の
活
路
を
か
な
り
制
限
し
た
よ
う
に
も
見
え
る
。

江
戸
俳
壇
に
お
け
る
言
水
の
表
面
的
な
活
躍
が
、
あ
ま
り
に
急
速
か
つ
花
々

し
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
言
水
は
、
い
き
お
い
多
く
の
俳
人
た
ち
と
の
交
渉
を

生
じ
た
が
、
彼
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
基
盤
で
あ
る
は
ず
の
幽
山
一
派
の
勢
力

を
伸
ば
す
こ
と
に
、
は
た
し
て
ど
れ
だ
け
の
努
力
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
恩

う
に
、
言
水
は
幽
山
一
派
の
達
哉
か
ら
次
第
に
浮
き
あ
が
っ
た
姿
勢
で
、
自
己

の
樫
集
弼
動
を
進
め
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
あ
る
い
は
逆
に
考
え
れ
ば
、
幽

山
一
派
と
い
う
も
の
が
、
言
水
に
と
っ
て
　
（
た
し
か
に
最
初
の
踏
み
台
と
し
て

は
通
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
）
次
第
に
物
た
り
な
さ
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
に
し
ろ
的
山
派
は
、
調
和
派
な
ど
に
く
ら
ペ
れ

ば
、
ま
だ
弱
小
グ
ル
ー
プ
の
観
を
ま
ぬ
か
れ
な
い
存
在
で
あ
っ
た
か
ら
。

こ
う
し
た
不
安
定
な
立
場
に
あ
っ
た
富
水
に
、
さ
ら
に
大
き
な
打
撃
を
与
え

た
の
が
、
後
述
す
る
内
藤
家
の
内
紛
事
件
で
は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

宮
水
が
天
和
二
年
に
京
都
へ
移
住
し
た
理
由
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
が

ど
れ
だ
け
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
の
か
、
い
ま
私
は
詳
細
に
知
り
え
な

い
。
た
だ
、
次
に
引
く
柳
田
知
常
民
の
ご
説
明
（
注
5
）
は
、
私
の
問
題
と
す

る
点
に
や
や
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

（
言
水
は
）
早
く
か
ら
俳
諸
に
志
し
、
松
江
重
森
の
門
に
入
っ
て
次
第
に
頭

角
を
現
し
た
が
、
延
宝
の
中
頃
に
至
っ
て
談
林
に
化
し
、
そ
の
有
力
な
作
家

の
一
人
と
な
っ
た
。
延
宝
八
年
、
師
重
税
が
七
十
四
歳
を
以
て
没
す
る
や
、

言
水
は
京
都
に
上
り
、
以
後
長
く
京
都
に
住
ん
だ
。

こ
の
記
述
に
よ
る
と
、
重
鵜
（
維
舟
）
の
死
と
、
言
水
の
京
都
移
住
と
が
関

連
あ
る
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
見
方
に
つ
い

て
、
私
は
二
点
の
疑
閏
を
も
つ
。
第
一
に
、
重
鵜
の
死
（
延
宝
八
年
六
月
）
と

言
水
の
京
郡
移
住
（
天
和
二
年
三
月
）
と
の
問
に
楕
た
わ
る
二
年
と
い
う
期
間

が
、
や
や
長
す
ぎ
る
。
重
商
死
去
の
し
ら
せ
を
受
け
た
ら
、
言
水
は
も
っ
と
早

い
時
期
に
上
京
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
そ
れ
な
の
に
言
水
は
こ
の
期
問
、
江
戸

で
『
東
日
記
』
の
編
集
に
専
念
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
第
二
に
、
言
水
が
京

都
俳
壇
で
重
頬
の
地
塵
を
う
け
つ
い
で
捕
捉
し
て
い
る
形
跡
が
そ
ら
れ
な
い
。

天
和
二
年
三
月
に
江
戸
か
ら
京
都
へ
移
住
し
た
言
水
は
、
同
年
秋
に
は
北
越
お

よ
び
奥
羽
に
赴
き
、
そ
の
単
年
は
両
国
九
州
へ
の
旅
を
し
て
い
る
（
注
6
）
。
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か
よ
う
に
京
都
を
留
守
に
し
て
諸
国
放
浪
の
生
活
で
は
、
重
嶺
の
後
継
者
と
し

て
の
役
目
は
果
た
せ
な
い
。

言
水
が
江
戸
を
去
る
一
つ
の
要
因
と
し
て
、
内
藤
露
清
退
身
の
鶉
件
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
こ
の
事
件
は
、
岡
田
利
兵
衛
氏
の
ご

研
究
（
注
7
）
に
く
わ
し
い
が
、
要
す
る
に
内
藤
家
の
内
紛
で
あ
る
。
俳
壇
の

パ
ト
ロ
ン
内
藤
風
虎
・
露
清
父
子
が
不
和
を
生
じ
、
加
う
る
に
露
砧
が
、
逆
臣

松
賀
紫
踵
の
陰
謀
事
件
に
ま
き
こ
ま
れ
た
た
め
に
、
つ
い
に
露
沌
の
退
身
と
相

成
っ
た
。
こ
の
た
め
凪
虎
の
文
学
サ
ロ
ン
は
活
動
を
停
止
し
、
幽
山
一
派
と
り

わ
け
言
水
の
受
け
た
打
撃
は
大
き
か
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
内
藤
家
の
事

件
が
天
和
二
年
二
月
で
あ
り
、
言
水
の
京
都
移
住
が
同
年
三
月
で
あ
っ
て
み
れ

ば
、
こ
の
二
つ
の
事
件
は
、
柑
ま
っ
た
く
無
関
係
と
は
い
い
き
れ
な
い
で
あ
ろ

う
。
私
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
だ
け
が
言
水
の
京
邦
移
住
の
原
因
だ
と
主
張
す
る

も
の
で
は
な
い
が
、
一
試
論
と
し
て
提
出
し
、
ご
批
判
を
煩
う
次
第
で
あ
る
。

で
は
、
こ
う
し
て
些
戸
を
去
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の
言
水
の
活
躍
に
有
利

な
条
件
と
な
っ
た
か
ど
う
か
。
京
都
俳
壇
に
お
い
て
言
水
の
占
め
る
位
置
は
、

後
年
た
し
か
に
高
い
も
の
で
は
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
か
っ
て
の
江
戸
で
の

活
躍
に
く
ら
ペ
れ
ば
、
や
は
り
さ
び
し
さ
の
影
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
、
轍
士
の
『
花
見
革
』
　
（
元
禄
十
五
年
）
は
、

い
ま
の
さ
ん
や
の
は
ん
じ
ゃ
う
を
見
れ
ば
、
や
は
り
む
さ
し
の
つ
と
め
が
ま

し
な
ら
ん
に
と
、
ぬ
L
に
も
た
び
7
1
う
は
さ
也
。

と
評
し
て
い
る
。
『
花
見
革
』
の
批
評
が
「
著
者
多
年
の
見
開
に
基
づ
い
て
」

お
り
「
お
お
む
ね
的
確
で
」
あ
る
へ
注
8
）
と
す
れ
ば
、
言
水
の
立
場
に
つ
い

て
も
か
な
り
の
真
実
性
を
伝
え
て
い
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
江
戸
俳
壇
と
い
う

活
躍
の
舞
台
を
捨
て
た
言
水
の
、
詩
人
と
し
て
の
限
界
は
、
次
に
引
く
杉
浦
正

一
郎
氏
の
論
文
へ
注
9
）
に
、
ほ
ぼ
尽
く
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

「
彼
（
言
水
）
　
は
珍
ら
し
い
程
詩
人
的
セ
ン
ス
に
豊
か
に
恵
ま
れ
た
人
で
あ

っ
た
の
で
、
い
ち
早
く
談
林
の
只
中
か
ら
薫
風
的
新
風
に
移
り
ゆ
く
べ
き
運

命
を
感
じ
と
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
京
・
南
都
に
帰
り
住
ん
で
上
方
俳

壇
の
人
と
な
っ
て
か
ら
は
、
若
き
日
の
情
熱
も
失
せ
た
も
の
か
、
洗
練
さ
れ

た
技
巧
を
も
っ
て
都
会
人
ら
し
い
デ
リ
ケ
ー
ト
な
感
覚
描
写
に
腕
の
冴
え
を

見
せ
た
丈
で
終
っ
て
し
ま
っ
た
。
」
　
（
二
〇
六
頁
）

四
　
才
丸
・
調
和
・
耳
蕉

延
宝
九
年
七
月
、
芭
薫
　
（
ま
だ
桃
青
と
号
し
て
い
る
が
）
は
、
其
角
・
才

丸
・
揚
水
と
一
座
し
て
二
百
五
十
轟
の
作
品
を
つ
く
り
、
こ
れ
を
『
誹
謂
次

韻
』
と
名
づ
け
て
出
板
し
た
。
こ
れ
は
、
同
年
一
月
に
京
都
の
伊
藤
信
徳
ら
が

『
誹
詔
七
百
五
十
誼
』
を
田
し
た
の
に
応
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
『
誹
讃
次
　
l

韻
』
が
蕉
風
の
芽
ば
え
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
周
知
の
と
お
り
で
あ
　
3
3

る
。
才
丸
は
、
そ
の
俳
席
に
達
衆
の
一
人
と
し
て
加
え
ら
れ
、
こ
れ
以
後
、
天
一

和
期
の
数
昼
間
、
芭
頭
・
其
角
ら
と
同
じ
道
を
進
む
よ
う
で
あ
る
。
天
和
三
年

の
其
角
撰
『
虚
粟
』
に
、
其
角
ら
と
一
座
の
歌
仙
二
巻
、
発
句
十
二
が
入
集
し

た
こ
と
は
、
こ
の
時
期
の
才
丸
に
と
っ
て
大
き
な
収
桂
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
そ
れ
か
ら
数
年
後
、
情
勢
は
大
・
き
く
か
わ
っ
て
い
く
よ
う
で
あ
る
。

た
と
え
ば
貞
享
四
年
に
出
板
さ
れ
た
『
続
虚
栗
』
　
四
空
剛
の
『
虚
粟
』
と

同
じ
く
其
角
の
撰
集
）
に
、
才
丸
の
作
品
が
一
句
も
入
集
し
な
か
っ
た
と
、
い
う

事
実
が
端
的
に
元
し
て
い
る
よ
う
に
、
兵
事
期
の
葵
門
の
撰
集
に
は
、
す
で
に

才
丸
の
名
を
、
ま
っ
た
く
兄
い
だ
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
で
は
、
彼
は
創
作
力

を
失
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
確
門
以
外
の
埋
環
、
た
と
え
ば
調
和
間

『
題
林
一
句
』
　
（
天
和
三
年
）
、
調
和
坪
『
ひ
と
つ
星
』
　
（
百
事
二
年
）
、
調

突
撰
『
白
根
岳
』
　
（
良
享
二
年
）
、
清
風
撰
『
稲
竃
』
　
（
貞
享
二
年
）
、
清
風



撰
『
l
橋
』
　
（
垂
亘
三
年
）
、
不
卜
撰
『
紀
の
原
』
　
（
元
秩
元
年
）
な
ど
に
、

才
丸
の
作
品
を
兄
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
撰
集
が
す
べ
て
、
調
和

一
派
あ
る
い
は
そ
れ
に
親
し
い
人
物
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に

注
目
し
た
い
。
答
は
お
の
ず
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
芭
焉
一
派
の
結
束
が
固

ま
る
に
つ
れ
て
、
元
来
よ
そ
も
の
で
あ
っ
た
才
丸
は
、
芭
蕉
一
派
か
ら
臨
め
出

さ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
元
墜
一
年
、
芭
蕉
が
『
奥
の

細
道
』
の
底
に
出
発
し
た
そ
の
年
に
、
才
丸
も
些
戸
を
出
発
し
て
伊
勢
路
に
向

か
う
。
そ
の
年
の
冬
、
大
阪
に
帰
り
つ
い
た
才
丸
は
、
以
後
お
よ
そ
五
十
年
間

こ
の
地
に
住
少
つ
い
て
生
涯
を
終
わ
る
。

で
は
、
才
丸
は
な
ぜ
、
芭
蕉
一
派
か
ら
締
め
出
さ
れ
る
よ
う
な
羽
目
に
な
っ

た
の
か
。
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
才
丸
の
背
後
に
、
調
和
一
派
と

い
う
大
き
な
俳
壇
．
努
力
が
存
在
し
た
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
江

戸
俳
壇
で
安
心
し
て
活
躍
で
き
る
地
盤
を
才
丸
に
与
え
た
の
は
、
じ
つ
に
岸
太

調
和
で
あ
っ
た
。
調
和
と
才
丸
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
早
く
荻
野
清
氏
（
仕

1
0
）
が
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。

「
本
書
（
注
、
『
坂
東
太
郎
』
を
指
す
）
に
入
焦
せ
る
作
家
の
中
、
廿
句
以

上
そ
の
作
を
採
録
せ
ら
れ
た
る
も
の
を
見
る
に
、

一
、
掛
和
竿
八
句
　
二
、
酔
ぎ
十
四
句
　
三
、
瓢
聖
十
三
句

°

　

°

四
、
才
九
三
十
句
　
　
五
、
言
水
二
十
七
句
　
六
、
詞
泉
二
十
三
句

七
、
か
堅
一
十
二
句
　
（
晶
は
調
和
．
兼
俳
人
。
璧
ロ
は
当
時
露
沌
門

に
帰
し
て
ゐ
た
が
、
元
来
調
和
の
門
人
で
あ
る
。
）

の
順
と
な
る
の
で
あ
る
。
筒
此
の
外
、
調
和
兼
の
俳
人
は
す
べ
て
三
十
名
の

多
き
に
達
し
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
比
の
事
実
か
ら
は
、
必
然
的
に
、
本
雪

の
編
基
が
、
調
和
の
後
援
に
成
っ
た
と
の
結
論
が
導
き
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。
即
ち
、
才
丸
は
畢
「
後
先
づ
調
和
に
侍
っ
た
の
で
あ
り
、
坂
東
太
郎

の
上
相
は
、
実
に
調
和
及
び
其
の
一
門
の
協
力
に
放
て
、
始
め
て
可
随
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
」

調
和
の
名
は
、
現
在
な
お
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
は
な
い
か
、
廷
宝
・
天
和
期
に
幽
山

や
芭
蕉
を
は
る
か
に
し
の
ぐ
江
戸
俳
壇
随
一
の
努
力
を
も
っ
て
い
た
人
物
で
あ

る
。
別
由
（
3
6
貢
）
の
路
年
譜
で
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
調
和
は
芭
蕉
よ
り

六
歳
の
年
上
で
あ
る
。
そ
の
作
品
は
冤
文
六
・
七
年
の
こ
ろ
か
ら
あ
ら
わ
れ
は

じ
め
る
が
、
延
稟
七
年
（
調
和
四
十
二
歳
）
に
『
富
士
石
』
を
田
板
し
、
そ
れ

に
よ
っ
て
彼
の
ひ
き
い
る
一
団
が
、
一
掟
、
俳
垣
の
表
面
に
姿
を
あ
ら
わ
し
て

く
る
の
で
あ
る
。
『
富
士
石
』
は
、
中
本
四
冊
、
四
季
発
句
一
八
八
三
句
を
収

め
る
。
作
者
三
〇
」
へ
名
、
そ
の
う
ち
で
も
、
師
匠
で
あ
る
喜
瓢
軒
調
和
の
名
の

一
字
（
割
と
か
調
と
か
）
を
い
た
だ
く
門
弟
が
百
名
に
な
ん
な
ん
と
す
る
隆
盛

ぶ
り
を
示
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

調
和
が
一
∵
の
『
富
士
石
』
を
出
痘
し
た
延
宝
七
年
に
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
斜

言
水
の
『
江
1
品
之
離
』
や
、
才
丸
の
『
坂
東
太
郎
』
も
出
板
さ
れ
て
い
る
。
－

以
後
、
調
和
は
撰
集
活
動
に
力
を
い
れ
て
、
延
宝
八
年
に
『
時
鳥
十
二
歌
仙
』

を
、
そ
の
翌
年
ご
ろ
『
誹
讃
金
剛
砂
』
を
、
天
和
三
年
に
は
『
担
林
一
句
』
を

、
中
一
年
お
い
て
真
空
一
年
に
は
『
ひ
と
つ
屋
』
を
、
相
つ
い
で
出
板
し
た
。

し
か
し
兵
事
期
に
は
い
る
と
、
さ
す
が
の
調
和
に
も
、
恩
の
ぬ
障
害
が
お
こ
っ

て
き
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
芭
蕪
一
派
の
捲
頭
で
あ
る
。
『
机
青
門
弟
独
吟
廿
歌

仙
』
と
か
『
討
詔
次
出
』
と
か
、
俳
壇
の
片
帰
で
活
動
を
は
じ
め
た
芭
寵
二
派

を
小
罷
な
り
と
ぐ
ら
い
に
し
か
思
っ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
調
和
打
、
芭
蕉

一
派
の
、
と
り
わ
け
其
角
を
甲
心
と
す
る
新
し
い
勢
力
に
揺
す
亭
ら
れ
は
じ
め

た
。
天
和
三
年
、
其
角
の
『
虚
実
』
が
出
て
「
蕉
門
一
派
の
勢
力
は
も
は
や
、
椋

と
ん
ど
江
戸
俳
壇
の
主
流
と
な
っ
た
観
が
あ
る
」
へ
注
1
1
）
と
い
う
の
が
現
在
の

定
説
で
あ
る
が
、
調
和
の
勢
力
も
兵
事
初
年
ま
で
は
、
た
ん
と
か
持
ち
こ
た
え



る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
真
享
二
年
の
『
ひ
と
つ
星
』
を
最

後
に
、
そ
の
撰
集
活
動
は
と
だ
え
て
、
調
和
じ
し
ん
俳
壇
の
表
面
か
ら
姿
を
消

し
、
芭
蕉
一
派
に
そ
の
位
置
を
ゆ
ず
る
の
で
あ
る
。

も
と
も
と
調
和
一
派
の
力
ぞ
え
で
江
戸
俳
壇
に
名
を
あ
ら
わ
し
た
才
丸
は
、

か
よ
う
な
事
態
に
ど
う
対
処
し
た
か
。
顧
み
と
し
た
調
和
が
投
落
し
、
ま
た
、

ひ
と
た
び
援
近
し
た
芭
蕉
一
派
か
ら
は
締
め
出
さ
れ
、
調
和
・
芭
蕉
の
あ
い
対

立
す
る
二
つ
の
勢
力
の
あ
い
だ
に
班
ま
れ
て
、
窮
地
に
お
ち
い
っ
た
で
あ
ろ
う

こ
と
は
、
憩
像
に
か
た
く
な
い
。
元
碩
二
年
に
才
丸
が
大
阪
へ
引
き
あ
げ
た
背

後
に
は
、
以
上
の
よ
う
な
苺
情
が
か
ら
み
あ
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
る
。
も
ち

ろ
ん
そ
の
ほ
か
に
、
師
の
西
鶴
と
の
関
係
や
、
大
阪
俳
壇
の
情
勢
か
ら
も
、
さ

ら
に
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

才
丸
は
、
そ
の
後
お
よ
そ
五
十
年
間
も
大
阪
に
住
み
つ
い
て
、
八
十
一
二
歳
ま

で
生
き
長
ら
え
る
の
で
あ
る
が
、
大
阪
移
住
後
も
、
江
戸
俳
壇
へ
の
末
続
が
な

く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
芭
蕉
や
其
角
が
世
を
去
っ
た
の
ち
、
三
度
と

い
わ
ず
四
度
ま
で
も
江
戸
に
下
っ
て
俳
壇
の
地
固
め
を
し
て
い
る
あ
た
り
、
才

丸
が
い
か
に
江
戸
俳
也
へ
の
執
着
た
ち
が
た
い
気
持
を
も
っ
て
い
た
か
を
物
語

っ
て
い
る
。
『
俳
詔
大
辞
典
』
の
才
際
の
項
に
、
荻
野
済
民
が
、

江
戸
へ
も
両
一
二
度
下
っ
て
お
り
、
こ
と
に
享
保
元
年
蒜
か
ら
二
年
に
か

け
て
の
在
江
は
、
い
わ
ゆ
る
江
戸
談
林
の
地
固
め
に
役
立
つ
も
切
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
る
。
（
同
書
二
四
四
五
）

と
指
摘
さ
れ
た
の
は
、
ま
さ
に
卓
見
で
あ
っ
た
．
ち
な
み
に
、
同
じ
く
荻
野
氏

の
『
元
碩
名
家
句
集
』
か
ら
、
才
丸
の
東
下
に
つ
い
て
の
記
事
を
抄
出
し
て
み

る
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

○
元
禄
十
六
年
（
四
十
八
歳
）
頁
、
些
戸
へ
下
る
。
○
宝
永
二
年
へ
五
十

歳
）
春
、
江
戸
へ
下
る
。
○
宝
永
六
年
（
五
十
四
歳
）
春
東
下
し
、
頁
帰
阪

す
。
○
正
徳
六
年
（
六
十
一
歳
）
十
月
十
日
過
ぐ
る
頃
、
東
下
し
て
浅
草
に

仮
居
す
。
○
享
保
二
年
〓
ハ
十
二
歳
）
秋
以
前
、
難
波
へ
帰
る
。

才
丸
の
後
日
談
を
赴
べ
た
つ
い
で
に
、
調
和
の
そ
の
後
に
つ
い
て
も
付
言
し

て
お
き
た
い
。
其
角
が
死
ん
だ
の
は
宝
永
四
年
で
あ
る
が
、
そ
の
年
た
だ
ち
に

調
和
一
派
は
結
束
し
て
、
江
戸
座
打
倒
の
気
が
ま
え
を
見
せ
る
。
『
つ
げ
の
ま

く
ら
』
を
め
ぐ
る
有
名
な
論
戦
で
あ
る
（
注
1
2
）
。
江
戸
蕉
門
、
と
り
わ
け
其

角
へ
江
戸
座
）
に
対
す
る
調
和
一
派
の
対
抗
意
識
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
根
づ
よ

く
続
い
て
い
く
こ
と
は
、
異
常
と
い
う
ほ
か
は
な
い
が
、
そ
の
対
抗
意
誠
の
原

因
は
、
じ
つ
に
延
宝
・
天
和
の
こ
ろ
に
仕
．
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

五
　
お
わ
リ
に

延
宝
・
天
和
期
を
つ
ら
ぬ
く
江
戸
俳
壇
の
主
流
は
、
言
水
・
才
丸
・
調
和
・

芭
蕉
・
其
角
ら
に
よ
っ
て
真
冬
ら
㍑
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
酢
人
た

ち
は
、
と
き
に
提
携
し
、
と
き
に
離
反
し
、
と
き
に
対
立
し
た
。
言
水
・
才

丸
∴
n
薫
の
関
係
は
、
表
面
的
に
は
個
人
と
個
人
と
の
交
渉
で
あ
り
、
そ
の
様

相
は
顕
著
に
見
ら
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
き
わ
め
て
短
期
間
の
、
閃
光
の
よ
う
で

あ
っ
た
。
有
力
俳
人
相
互
の
掩
携
・
離
反
・
対
立
の
緊
張
置
係
、
そ
れ
ら
の
背

後
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
性
緒
を
異
に
す
る
一
派
一
派
・
か
あ
二
し
、
循
ら
の
活
動
を

大
き
く
規
定
し
、
特
徴
づ
け
て
い
た
。
そ
の
よ
う
だ
俳
壇
に
お
け
る
勢
力
関
係

の
中
で
、
蕉
風
が
力
づ
よ
く
推
し
す
す
め
ら
れ
て
い
く
の
だ
と
い
う
て
と
を
、

理
解
し
て
お
か
だ
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
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主

要

俳

人

対

照

略

年

譜

二
十
九
歳

○
コ
些
戸
八
百
韻
」
に
加
わ

る
○
　
琵
l
珂
新
選
　
刊
行

O
「
江
戸
十
歌
仙
」
に
歌
仙

七
巻

O
「
江
戸
広
小
路
」
に
発
句

延
一
入
、
付
句
九

才

其

角

二
十
三
歳

O
「
江
戸
新
道
」
に
一
句

四
十
一
歳

O
「
江
戸
広
小
路
」
に
発
句

十
五
、
何
句
十
六

〇
「
江
戸
新
道
」
に
≡
句

〇〇　〇　〇　〇　〇〇三
五rr十「詞「三「巻「　十

五
歳

頚
骨
思
樹
．
一
刊
行

江江七江を十巻江　江

戸
三
吟
」
に
百
韻
三

戸
十
歌
仙
」
に
歌
仙

付戸戸’戸書八
句通新付広く替
玉り遺句中0発
’町」二路　句

お」に十」　合
よに三　に　」
び発句　発　の
駄句　　句　判

延宝七年

00　000

－
空
説
逆
適

笥
琶

「　「

二近
糞来
東風
」補
に抄
伺」

空芸＿亘句君

二
十
四
歳

〇
一
蘭
㈲
風
刺
一
刊
行

O
「
河
内
国
名
所
鑑
」
八
句

O
「
富
士
石
」
に
七
句

〇〇〇〇〇〇四

にに砂肝に
付四」」十
句十にに一
一八一二句

句句句

三
十
六
歳

O
「
江
戸
顕
之
炸
」
に
三
句

O
「
玉
手
箱
」
に
一
句

O
「
坂
東
太
郎
」
に
三
句

O
「
二
葬
隻
」
に
付
句
四

＋
九
歳

O
「
坂
東
太
郎
」
に
三
句

十

延宝八年

〇〇〇〇〇〇

」に独」
に十活に
四三」歌歌
句句に仙仙

句哀哀

二
十
五
歳

O
「
大
夫

O
「
通
し

O
「

○　○

「句
向　江誹
之　戸枕
岡　弁」馬桜
」　屋に」」
に　」九にに
三　に句歌一
十　三　仙句
四　十　二

句　六　巻

四
十
三
歳

0
1
思
想
リ
コ
歌
l
仙
一
刊
行

（
伝
本
不
明
）

O
「
江
戸
弁
歴
」
に
」
へ
句

O
「
誹
枕
」
に
一
句

O
「
通
し
馬
」
に
歌
仙
一
巻

○　○
決句「」

O
「
向
之
岡
」
に
九
句

O
「
和
音
門
弟
独
吟
廿
歌
仙

川合田に
の」今－

門
の
意
気
を
元
す

二
十
歳

〇
一
屠
一
刊
行

O
「
桃
青
門
弟
独
吟
廿
歌
仙

」
に
自
作
の
一
巻
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年延宝九

〇〇〇三
十
二
歳

画
風
一
刊
行

「
そ
れ
｛
＼
茸
」

「
お
く
れ
双
六
」
に
十
一

天和二年

〇〇　〇〇〇≡

諒転矧句嘉享
藍琶盛塵酵

讐芸り真電
五　　羽　る
句　　に

00　00
rr旅早歳
空虚に呑旦
林栗田、三
風」発西物
葉に　匡帥占
」二　九を
に句　州出
玉　　へす
句　　の

注
1

注
2

二
十
六
歳

O
「
東
日
記
」
に
二
十
七
句

O
「
お
く
れ
双
六
」
に
一
句

O
「
俳
話
次
韻
」
に
参
加

四
十
四
歳

○
　
醇
語
録

こ
の
年

O
「
菜
日
記

O
「
お
く
れ

句

三
十
八
歳

〇
　
個
圃
関
越
　
刊
行

O
「
棄
日
記
」
に
十
五
句

〇
・
「
お
く
れ
双
六
」
に
一
句

二
十
一
歳

O
「
俳
讃
次
轟
」
に
参
加

O
「
東
日
記
」
に
二
十
八
句

〇〇〇〇〇〇二
「　　「　　「　　「　　「　‾「

打桧家三高武
桑島土ケ名薩
払跳産控高曲
」望」」」」
に集にににに
＿．・．＿　」　＿一－＿＿一．＿一

句に句句句句

句

四
十
五
歳

O
「
誹
讃
一
ニ
ケ
津
」
に
一
句

一
二
十
九
歳

O
「
試
斑

〇
十
二
月

薫
庵
類
焼’曲
0江」

甲戸に
墜大六
へ火句
流　0
寓琵

二
十
二
歳

O
「
武
藤
曲
」
に
発
句
七

〇〇　〇〇二
「「歌rr十
島空仙虚聖人
蹄林二束林歳
二風巻」一
舌葉　に句
「二1」　耳モ」

」に　句に
に一　十四
一句　二句
塵

四
十
六
歳

〇
一
闇
轡
石
一
刊
行

四
十
歳

○
歳
旦
吟

O
「
虚
勢
」

歌
仙
三
巻

O
「
虚
雫
」

き
、
新
風
へ
の
折
l
負
を

す

元書　と

二
十
三
歳

〇
一
慢
一
刊
行

序
文
、
発
句
四
人
、

物
六
、
廿
五
句
一
、
歌

○○
rrを
空尿入
相蹄集
風二
葉百
」音員

に」
一に

句一　仙≡
塵　九ツ
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屋
形
仙
氏
「
芭
蕉
と
そ
の
門
流
」
　
（
昭
和
三
四
年
七
月
）
岩
波
講
座

『
日
本
文
学
史
』
第
十
巻
所
収
。
今
栄
戚
氏
「
談
林
俳
讃
史
」
　
（
昭
和
三

四
年
七
月
）
明
治
書
院
版
『
俳
句
講
座
』
第
一
巻
所
収
。

今
栄
蔵
氏
「
田
代
松
意
」
　
へ
国
語
と
国
文
学
、
昭
和
三
二
年
四
月
）
に

よ
る
。
荻
野
潜
氏
「
言
水
」
　
（
『
俳
詣
大
辞
典
』
昭
和
三
二
年
七
月
）
は

「
延
呈
四
・
五
年
以
降
」
と
す
る
が
、
典
鍵
を
明
ら
か
に
し
な
い
。

白
石
悌
三
氏
「
沌
徳
年
譜
追
考
二
京
極
古
住
の
俳
詔
に
つ
い
て
」
　
へ
盈

文
研
究
、
昭
和
三
五
年
九
月
）
。

荻
野
清
氏
「
江
戸
弁
感
」
（
『
俳
謡
大
辞
典
』
昭
和
三
二
年
七
月
）
。

柳
田
知
常
氏
「
言
水
」
　
（
解
釈
と
鑑
宜
、
昭
和
三
〇
年
一
月
）
。

注
6
　
荻
野
済
民
『
元
積
名
家
句
環
』
　
へ
昭
和
二
九
年
六
月
）
所
収
の
「
言
水

路
年
譜
」
に
よ
る
。

注
7
　
岡
田
利
兵
衛
氏
「
内
藤
風
虎
」
（
国
語
と
国
文
学
、
昭
昭
三
二
年
四
月
）

お
よ
び
同
氏
「
内
応
風
虎
・
内
藤
霹
沌
」
　
（
昭
和
三
三
年
一
一
月
）

明
治
苔
院
版
『
俳
句
講
座
』
第
二
巻
所
収
。

注
8
　
水
田
紀
久
氏
「
花
見
革
」
　
（
『
俳
諸
大
辞
典
』
昭
和
三
二
年
七
月
）

注
9
　
杉
浦
正
一
郎
氏
「
俳
詔
」
　
（
昭
和
三
一
年
七
月
）
至
文
堂
板
『
日
本
文

学
史
・
近
世
』
所
収
。

注
1
0
　
荻
野
済
民
「
俳
人
岸
本
調
和
の
一
生
」
（
国
語
国
文
、
昭
和
一
〇
年
四
月
）
。

な
お
調
和
に
つ
い
て
、
こ
の
論
文
か
ら
大
き
な
恩
恵
を
う
け
た
。



注
1
1
　
荻
野
済
民
「
芭
蕉
」
　
（
『
俳
謂
大
辞
典
』
昭
和
三
二
年
七
月
）
。

注
1
2
　
新
原
憂
摂
氏
「
続
俳
詳
論
戦
史
」
　
（
昭
和
一
一
年
六
月
）
　
『
俳
讃
史
論

考
』
所
収
。
お
よ
び
荻
野
済
民
（
注
1
0
）
　
の
論
文
に
よ
る
。

○
本
稿
は
、
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
（
昭
和
一
二
八
年
一
一
月
九
日
）
に

口
頭
発
表
を
し
、
の
ち
若
干
の
加
除
補
正
を
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
昭
和
三
八
年
二
月
八
日
初
稿
、
昭
璽
二
九
年
四
月
一
四
日
再
稿
）

－
　
広
島
大
学
大
学
院
学
生
1

受
贈
雑
誌
目
録
2

0
樟
蔭
国
文
学
へ
1
号
）

○
上
代
文
学
研
究
会
会
報
（
1
4
号
）

○
商
大
論
集
〔
神
戸
商
科
大
学
〕
　
（
5
3
～
寓
号
）

○
習
陵
部
紀
要
（
1
3
～
1
5
号
）

○
試
論
〔
武
蔵
野
文
学
会
〕
　
（
6
・
7
号
）

○
人
文
〔
京
都
府
立
大
学
〕
　
へ
1
4
号
）

○
人
文
科
学
研
究
〔
明
治
大
学
〕
　
（
1
・
3
号
）

○
人
文
科
学
科
紀
要
〔
東
大
教
養
部
〕
（
3
0
巻
9
号
）

○
人
文
学
（
6
2
号
）

○
人
文
学
報
へ
3
2
号
）

○
人
文
研
究
〔
神
奈
川
大
学
〕
　
へ
2
5
号
）

○
人
文
研
究
〔
大
阪
市
立
大
学
〕
（
4
1
．
巷
1
・
6
号
）

○
人
文
自
然
科
学
論
集
へ
2
・
3
号
）

〇
人
文
論
究
（
2
3
号
）

○
青
炎
（
1
3
巻
2
～
1
2
号
・
1
4
巻
1
号
）

○
成
城
文
芸
（
2
3
～
3
4
号
）

○
説
林
（
1
1
号
）

○
中
央
大
学
国
文
（
6
号
）

○
中
央
大
学
文
学
部
紀
要
（

1

4

・

1

5

号

）

○
鶴
見
女
子
大
学
紀
要
（
1
号
）

○
璽
風
教
育
大
学
文
学
部
紀
要
∴
8
号
）

○
璽
風
経
大
学
会
誌
（
3
8
～
4
0
号
）

○
徳
島
大
学
学
芸
紀
要
（
1
2
巻
）

○
都
大
論
究
（
2
号
）

○
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
諭
健
二
H
号
）

○
日
米
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
9
巻
2
～
1
2
号
・
1
0
巻
1
号
）

○
日
本
学
士
院
紀
要
（
2
0
巻
1
～
3
号
）

○
日
本
大
学
人
文
科
学
研
究
紀
要
（
4
号
）

○
日
本
文
学
〔
東
京
女
子
大
学
〕
　
（
2
0
・
2
1
号
）

○
日
本
文
学
〔
日
本
文
学
協
会
〕
　
〔
2
1
～
お
号
）

l
l

O
日
本
文
学
研
究
〔
大
東
文
化
大
学
〕
　
（
3
号
）

○
日
本
文
学
誌
要
（
8
・
9
号
）

○
日
本
文
学
論
究
（
2
3
冊
）

○
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
（
2
2
号
）

○
ビ
ブ
リ
ア
（
2
4
～
2
6
号
）

○
文
学
会
誌
〔
山
口
大
学
〕
　
（
7
巻
1
号
・
1
3
巻
2

号
・
1
4
巻
1
・
2
号
）
．

〇
文
学
研
究
〔
九
州
大
学
〕
　
（
6
1
・
6
2
巻
）

○
文
学
部
論
叢
〔
立
正
大
学
〕
　
（
1
6
号
）

○
文
学
論
壇
〔
九
州
大
学
分
校
〕
　
（
1
0
・
1
1
号
）

○
文
学
論
浣
〔
東
洋
大
学
〕
　
（
2
1
・
2
4
～
2
6
号
）

○
文
科
報
告
〔
窺
慢
島
大
学
〕
　
（
1
2
号
）

○
文
芸
研
究
〔
日
本
文
芸
研
究
会
〕

○
文
芸
と
批
評
（
2
号
）

○
文
化
学
年
報
（
1
2
号
）

（
4
3
～
4
5
隻
）

○
文
芸
と
思
想
（
2
4
号
）

○
平
安
文
学
研
究
へ
2
9
～
3
1
号
）

○
平
安
朝
文
学
研
究
（
9
号
）

○
苺
葉
（
舶
～
5
0
号
）

○
未
定
稿
（
1
1
号
）

○
武
庄
川
学
院
女
子
大
学
紀
軍
（
1
0
集
）

○
明
治
大
学
和
泉
校
舎
研
究
室
紀
要
（
1
9
～
2
5
号
）

○
明
治
大
学
人
文
科
学
研
究
所
年
報
（
1
～
4
号
）

○
山
口
女
子
短
期
大
学
研
究
報
告
へ
1
・
3
・
4
．

6

～

9

・

1

2

・

1

7

号

）

○
山
辺
遺
（
9
・
1
0
号
）

○
り
て
ら
え
や
ば
に
か
え
（
4
巻
1
号
）

○
連
歌
俳
訝
研
究
（
2
4
・
2
5
号
）

○
論
究
日
本
文
学
（
1
9
～
2
1
号
）

○
和
歌
文
学
研
究
（
8
号
）

○
和
洋
国
文
研
究
（
1
号
）
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